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はじめに

本稿は、こども教育宝仙大学（以下、本学）こども教
育学部幼児教育学科２年生の授業科目「音楽実技Ⅱ」
（２０２０年度春学期）の実践報告である。
「音楽実技Ⅱ」は、保育実践に不可欠なピアノ演奏の
表現技術を習得することを目標とし、子どもの歌の弾き
歌いの指導が主な授業内容である。しかし、今年度は新
型コロナウィルス感染拡大の影響から、春学期（全１５回）
は全て遠隔授業となり、従来の授業内容とは異なる内容
で授業を運営せざるを得なくなった。秋学期に入り、現
段階では（２０２０年１０月）対面授業と遠隔授業を並行して
運営しているが、未だ感染拡大に予断を許さぬ事態が続
き、今後も不透明な情勢が続くことが予想される。
本稿は、春学期の遠隔授業内容についての報告と学生
へのアンケート調査をまとめ、遠隔授業と今後の指導の
課題について考察することを目的に進めていく。

１．「音楽実技Ⅱ」の授業概要

１－１．「音楽実技Ⅱ」の位置付け
本学の音楽科目は、１年次の春学期に「音楽と表現Ⅰ」、

１年次の秋学期に「音楽実技Ⅰ」、２年次の春学期に「音
楽実技Ⅱ」、２年次の秋学期に「音楽と表現Ⅱ」が開講
されている（表１）。
「音楽と表現Ⅰ」「音楽実技Ⅰ」は本学の新カリキュラ
ム（以下、新カリ）開設に伴い、２０１９年度に新しく開講
された科目である。同様に、旧カリキュラム（以下、旧
カリ）の「器楽演習（基礎）」、「器楽演習（応用）」は、

新カリで「音楽実技Ⅱ」「音楽と表現Ⅱ」となり、両科
目は今年度からスタートした。
新カリの音楽科目で使用している共通教材は、『こど
ものうた２００』、『続・こどものうた２００』（チャイルド社）、
『子どものための音楽表現技術』（萌文書林）の三冊、
副教材としてオリジナルの学習シートである「音楽ファ
イル」、「音楽カルテ」を使用している。１年次春学期の
「音楽と表現Ⅰ」では、一人ひとりの身体から発せられ
る声の表現、また同様に身体との有機的連関に裏付けら
れる 盤楽器の表現の基礎について理解を深め、その素
晴らしさを実感を持って味わうこと目標としている１。
詳しい実践報告については、葛西ほか（２０１９）を参照さ
れたい。
１年次秋学期の「音楽実技Ⅰ」では、９０分間の授業を

４５分間ずつに分けて、読譜に必要な基礎的な音楽知識（楽
典）の講義とピアノレッスンを行い、実技レッスンを中
心とした授業内容となっている２。本報告の対象科目で
ある「音楽実技Ⅱ」では、保育現場で必要とされる実践
的なピアノの技術を習得することを目標にし、「音楽実
技Ⅰ」の授業内容からさらに一歩踏み込んだ学習に取り
組んでいる。

こども教育宝仙大学 非常勤講師

実践報告

保育者養成校のピアノ指導における遠隔授業の実践と課題
─2020 年度「音楽実技Ⅱ」アンケート調査報告─

Practical Study of Remote Piano Instruction at an Early Childhood Education and
Care Training Institution

― A Survey of Students' Reactions to“Practical Skills in MusicⅡ”（2020）―

大 澤 里 紗
OSAWA, Risa

キーワード：ピアノ指導、オンラインレッスン、遠隔授業、保育者養成校、弾き歌い

表１ 本学の 1年次・2年次の音楽科目と「音楽実技Ⅱ」
の位置付け
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１－２．授業概要と到達目標
シラバス（２０２０）に記載されている「音楽実技Ⅱ」の

授業概要と到達目標は以下の通りである。
授業概要：個別指導を中心に子どもの歌（弾き歌い）の
レパートリーを拡げつつ、グループワークによる子ども
の歌の相互学習（歌唱と伴奏）を積極的に行う。学期後
半は連弾に取り組み、他者と共に１つの音楽を作り上げ、
その成果を発表する。
到達目標：１．それぞれのレベルに応じた子どもの歌（ピ
アノ伴奏による弾き歌い）のレパートリーを拡げ、その
歌唱伴奏を務めることができる。
２．連弾への取り組みを通して、アンサンブルの基礎を
理解する。

２．遠隔授業実践報告

２－１．授業概要
当初「音楽実技Ⅱ」の授業では、子どもの歌の弾き歌
いレパートリーを増やすだけではなく、アンサンブル能
力を養うため学生同士による「連弾学習」を予定してい
た。旧カリの「器楽演習（基礎）」においても「連弾学
習」を取り入れており、このような学習方法は一緒に音
楽を楽しみながら学べるという点でピアノ初心者にとっ
て有効な取り組みの一つである。
しかし、今学期は遠隔授業となり「連弾学習」は不可
能となったため、遠隔による個人レッスンを主軸に指導
を行なった。全１５回の授業計画は以下の通りである（表
２）。
２―２．遠隔授業の実施方法
本学の遠隔授業実施の基本的な方針は、「①資料や課
題提示による授業実施」、「②オンデマンド配信による授
業実施」、「③リアルタイム配信による授業実施」の３つ
である３。「音楽実技Ⅱ」では、Google Classroom（以下、
GCR）を使用した「②オンデマンド配信による授業実
施」と Zoomを使用した「③リアルタイム配信による授
業実施」の二つを組み合わせて授業を運営した。
GCRを使用したオンデマンド配信による授業では、
演奏動画の視聴とレッスンについての振り返りコメント
を課題にしている。演奏動画は、副教材の「音楽カルテ」
に記載されている１０曲の子どもの歌の弾き歌いである。
今学期は、春学期の課題曲について教員が演奏方法を説
明している演奏動画を作成し、毎週GCRに配信した。
課題の予習と復習に使用し、自宅での練習を効率的に進
められることをねらいとしている。４人の教員で課題曲
を振り分け、主に①歌唱方法、②右手メロディーの弾き
方、③左手コード伴奏の弾き方、④両手弾き歌いの４つ
の観点から動画を作成した。撮影方法は、楽譜が読めな

いピアノ初学者を考慮して、 盤から垂直にカメラを設
置し、弾いている手元が映るように撮影し、指番号や演
奏上の注意点については、字幕や口頭で説明を加えてい
る（図１）。また、一年次の復習としてハ長調・ト長調・
ニ長調・へ長調のコードネームについての動画を別途作
成し、参照資料として活用した。
Zoomを使用したリアルタイム配信による授業では、

クラスミーティング（出欠確認）、個人レッスン、実技
試験、質疑応答に対応したが、これらは双方向型による
授業のため学生の通信量などの負担を少なくすることを
前提とした。４人の教員が担当する学生は６～８名のた
め、指導時間は学生一人当たり最大１０分間とし、学生の

表２ 2020 年度「音楽実技Ⅱ」授業計画

図１ 演奏動画の撮影例
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学習環境やインターネット接続環境への配慮を心がけ
た。レッスンでは、教員があらかじめ個人レッスンのタ
イムスケジュールを周知した上で、学生は決められた時
間に Zoomに入室し、教員とマンツーマンの個人レッス
ンを受けてもらった。

３．遠隔授業に関するアンケート調査

３－１．アンケート実施方法
上記の方法で１５回の遠隔授業を実施し、最終授業日に

は２０２０年度「音楽実技Ⅱ」の履修登録者８８名に、Google
フォームを使用して授業評価アンケート調査を行なっ
た。アンケート調査は、最終授業日の実技試験後に行い、

授業時間内提出を期限にした。また、学生には、倫理的
配慮として本アンケート調査のデータは授業改善と研究
目的以外には使用しないこと、回答内容は一切成績に関
わらないこと、調査結果を研究目的に使用する場合には、
個人が特定されないよう配慮する旨を、アンケート冒頭
の説明文に付記した。
実際にアンケート調査に回答した学生は８４名（２限：

２９名、３限：２９名、４限：３０名）であり、回答率は９５．４５
%であった。アンケートの質問項目数は３２あり、回答方
法は各設問の内容によって「５段階評価」、「選択式」、
「記述式」に分かれている。全設問は以下の通りである
（表３）。

３－２．アンケート調査の結果と報告
項目Ⅰ～Ⅲでは、一般的な授業評価アンケート調査で
も取り入られる「授業への取り組み・授業内容・教員の
スキル」について調査した。本稿では、調査対象である
「遠隔授業について」の設問を中心とした項目Ⅳについ
ての結果を報告する。尚、本文中に引用した学生の自由
記述は、回答内容をそのまま記載している。

（１）遠隔授業受講時の環境についての設問
Ⅳ―１、Ⅳ―２は、遠隔授業受講時に使用したデバイ
スと環境（部屋）についての調査である。最も使用され
たデバイスはスマートフォンが６７．９％であり、パソコン
が２３．８％、タブレットが８．３%であった。学生の遠隔授
業時のスマートフォン使用率に関しては、本学が４月に
行った在学生のWeb環境調査結果によって教員全体に
周知されていたため、音楽科目では演奏動画を投稿する
際に、譜面の添付や字幕などの文字入力の際にはスマー
トフォンでの閲覧を想定して作成を試みた。
他の遠隔授業科目と異なる点としては、受講する環境
が挙げられる。「音楽実技Ⅱ」の受講場所は、自分の部
屋が５７．１%、家族との共用の部屋（リビングなど）が３５．７
%、その他（親戚の家、ピアノの部屋など）が７．２%
であった。講義科目であれば、自室での受講が可能であ
るが、オンラインレッスンではピアノや電子ピアノを使
用するため、家庭によっては家族との共用スペースであ
るリビングなどの自室以外で受講している学生もいた。
Ⅳ―３の回答の中には、「リビングにピアノを置いてい
るため生活音が入り込んでしまう」、「ピアノを使用する
ために家族に部屋を空けてもらうなどの配慮が必要だっ
た」などが寄せられ、家族に自分の演奏を聞かれる緊張
や恥ずかしさなどの心理的な要因から、レッスンに集中
することが難しいと感じた学生もいた。

表３ アンケート調査全設問

保育者養成校のピアノ指導における遠隔授業の実践と課題
―2020年度「音楽実技Ⅱ」アンケート調査報告―
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（２）練習時間の変化に関する設問
Ⅳ―４、Ⅳ―５、Ⅳ―６では、前年度との比較を踏ま
えて、自宅学習による練習時間の変化について質問し、
学生の練習に対する意識の変化を調査した。その結果、
「昨年度よりも練習時間が増えた」と回答した学生は６０．７
%、「昨年度よりも練習時間が減った」と回答した学生
は１６．７％、「昨年度とあまり変わらない」と回答した学
生は２２．６％であった。在宅時間が増えたことで必然的に
練習時間も増えることは想定内であったが、練習時間が
増えた理由として他に挙げられたのは、「直接指導を受
けられないことの不安から練習に励んだ」、「前年度の課
題よりも難易度が上がっているため練習を重ねた」など
の意見である。このように一人で練習する難しさを感じ、
その焦りから練習時間を増やし課題に懸命に取り組んだ
学生がいる一方で、難しさから練習意欲が損なわれ練習
時間が減ったという学生も少なからずいた。「一人だと
練習方法が分からない」などの意見もあり、学習意欲の
低下はピアノを家で練習する習慣のない初心者に見られ
た傾向である。また、家族との共用スペースで受講して
いた学生は、家族の協力がない限り十分な練習時間の確
保が難しいため、練習時間の減少に繋がったと言えるだ
ろう。

（３）対面授業との比較に関する設問
Ⅳ―７、Ⅳ―８では、１年次の対面授業「音楽と表現
Ⅰ」や「音楽実技Ⅰ」と比べて「遠隔授業を受けて良かっ
た」と思うこと、「遠隔授業を受けて困った」と思うこ
とについて記述してもらった。以下、学生の回答から引
用である（表４）。
「遠隔授業を受けて良かったこと」は大きく３つに分
けられる。第一に、練習時間の確保が容易になったとい
うことである。在宅時間が増え、大半の学生が自分の好
きな時間で自由に練習することができたため、練習時間
が多く取れたことについての記述が多かった。
第二に、オンラインレッスンでは教員と学生のみの個
人レッスンとなるため、緊張せずにリラックスした状態

でレッスンを受講できたという意見である。通常の対面
授業は少人数のグループレッスンのため、９０分間クラス
メートが一緒の空間でレッスンを受講しているが、オン
ラインレッスンでは一対一で受講できるため、周りの目
を気にせず弾き歌いができ、分からないことなどがある
場合も気兼ねなく教員に直接質問がしやすい環境であっ
た。このことは、人前で演奏することに慣れていないピ
アノ初心者にとって、大きな利点であったに違いない。
また、自室でレッスンを受けていた学生にとっては、周
りの環境に左右されずにレッスンを受けられたことで集
中力の向上が期待できたのではないだろうか。
第三に、演奏動画の活用についての意見である。毎週
GCRに配信される演奏動画によって好きな時に繰り返
し課題を視聴することが出来、復習することが簡単に
なった。対面授業のレッスンでは、教員が楽譜へ指導内
容を書き込んだり、実際に隣で弾いているところを見せ
るなどの指導をしているが、次週になると学生は指導内
容を忘れていたりすることが多いのが実情である。新曲
の譜読みの際にも、限られたレッスン時間の中で細やか
な指導が困難な場合が多い。今回遠隔授業で演奏動画の
配信を採用したことで、自宅での練習にそれらの動画を
有効的に活用していた様子が見受けられた。読譜力のな
い学生の譜読みのサポートとして対応できるように、ま
た中級者以上の学生には伴奏のバリエーションを習得で
きるような動画を作成することで、どのレベルの学生に
も対応できる資料として今後も活用できるだろう。
「遠隔授業を受けて困った」ことには、以下の回答が
挙げられた（表５）。
最も挙げられたのはインターネットの通信状況の問題
である。レッスン中に、教員または学生の回線が不安定
になったことで音が途切れ、著しいタイムラグが発生す
るなどスムーズなレッスンを受けられなかったことに対
して不満の声が寄せられた。特にタイムラグに関しては、
教員にとっても非常に悩まされた事案である。多少のず
れではあるが、弾き歌いの指導においては、一緒に歌唱
をしたり、ピアノを弾くことが出来ないというのはオン

表４ Ⅳ―７ 学生の回答
表５ Ⅳ―８ 学生の回答
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ラインレッスン上の難点の一つと言える。また、自分の
演奏が画面上でどのように聞こえているのか把握が出来
ないことや、どれくらいの声量や音量でレッスンを受け
るべきなのか悩んだという意見もあった。
オンラインレッスンでは周りの学生の様子が分からな
いため、自分の学習進度に不安を感じたという意見も
あった。これは、一部の学生の学習意欲が低下した要因
の一つになったとも考えられる。前年度のように、同じ
レッスン室内で他のクラスメートの練習の様子を見た
り、演奏を聴いたりすることができないことは、学生の
モチベーションに何かしらの影響を与えるのではないか
と想定していたが、クラスメートの学習進度を気にして
授業に取り組んでいる学生は予想以上にいた。お互いの
演奏を聴く機会として、最終回の実技試験は公開試験に
していたが、クラス毎の合同授業の回数を増やし、クラ
ス内のミーティングでお互いの進捗状況の共有をするな
どの工夫や配慮が必要だったように思える。
Ⅳ―９では、１年次に受講した「音楽と表現Ⅰ」や「音
楽実技Ⅰ」などの対面授業と比較した設問として、遠隔
授業での「集中力」、「理解度」、「やる気・熱意」、「歌唱
の技術」、「ピアノの技術」、「譜読み（新しい曲を弾ける
ようになるまで）のスピード」の５項目の意識の変化を
調査した。その結果、以下のようになった（図２）。
８４名の回答の中で、過半数近くの学生が「上がった」
または「やや上がった」と評価した項目は、「集中力」、
「理解度」、「やる気・熱意」、「ピアノの技術」、「譜読み
のスピード」となった。集中力に変化を感じた学生の意
見の中には、「家の時間が増えてピアノと向き合う時間
や模索する時間が増えて集中力が上がった」という意見
がある。反対に、「家にいると他のことをやろうと思え
ばやれてしまうので、少し集中力が下がったと感じまし
た」と自宅にいる安心感によって集中力の低下を感じた
学生も少数いた。
「理解度」に変化を感じた学生の意見では「周りを気
にせずに練習に打ちこむことができたから。何度も授業

動画を見返すことで、分からない部分が理解できるよう
になったから」など、動画を復習に役立てたことへの記
述が多く、演奏動画が「ピアノの技術」や「譜読みのス
ピード」の向上に繋がったと考えられる。
一方、「歌唱技術」に関する項目は「やや下がった」

と評価する学生が１名のみで、「あまり変わらない」と
評価した学生が最も多い。「ピアノの技術」の評価と比
べると、歌唱については技術の向上を実感するのが難し
いと言える。また、演奏動画では歌唱方法よりもピアノ
の演奏方法を重視した内容で作成していた傾向があった
ため、このような結果となったと考えられる。歌詞とメ
ロディーの関連性や発声方法など、具体的な歌唱のコツ
について細やかな指導の工夫が必要であったと感じた。

（４）遠隔授業の満足度に関する設問
Ⅳ―１２では「オンラインレッスン」、「演奏動画（課
題）」、「試験実施方法」の３項目の満足度に関して調査
した結果、以下のようになった（図３）。
オンラインレッスンでは、８４名中４２名の学生（５０%）

が「非常に満足」または「満足」と回答した。寄せられ
た意見には「１対１での指導の時間が長くて、先生にも
分からない部分の相談をしやすくて良かったから」、「先
生との距離が近く、質問や相談がしやすかったこと」な
どが寄せられた。また、対面レッスンでは、おおよその
時間は決められてはいるものの厳密に時間配分はされて
いないため、オンラインでは明確に入室時間が決まって
いるという点で、十分に個人指導が受けられたという記
述も見られた。「不満」、「非常に不満」と評価した学生
の意見には、「先生に近くで聞いてもらってアドバイス
をもらった方が良いと感じました」、「音が切れたりして
わかりにくかったりした為」と直接指導を受けられない
ことや通信状況の不具合による問題が挙げられた。
演奏動画（課題）の項目では、「普通」、「満足」、「非

常に満足」の評価に分かれ、Ⅳ―１６の改善してもらいた
い点についての記述には、歌唱方法や指番号についての
さらに詳しい説明を要望する意見があった。

図２ Ⅳ―９ 学生の回答 図３ Ⅳ―12学生の回答
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（５）オンラインレッスン・対面レッスンのメリットと
デメリットに関する設問
Ⅳ―７、Ⅳ―８の設問と重複する部分もあるが、現２
年生は１年次に対面授業で音楽科目「音楽と表現Ⅰ」を
受講した経験があるため、Ⅳ―１７、Ⅳ―１８ではオンライ
ンレッスンと対面レッスンそれぞれのメリットとデメ
リットについて記述してもらった。以下、学生の意見か
ら一部引用する（表６）。
メリットとしては、Ⅳ―９の回答に見られたように練
習時間が増加したことについての記述が多い。また、プ
ライベートな空間で安心して授業を受講できるというこ
とや、一人の空間で緊張せずにレッスンを受けられると
いうことがメリットとして挙げられる。インターネット
の接続不良以外で挙げられたデメリットには、強弱の表
現、手の形や姿勢などの指導が十分に受けられないとい
う意見があった。特に強弱や音色の指導については、学
生が使用している楽器やデバイス、お互いのインター
ネットの回線状況によっては音質や画質に変化が生じる
こともあり、オンラインレッスンでは限界を感じるとこ
ろである。学生の学習環境によっては、弾いている姿勢
の全体像を写せるように配置できる学生もいれば、手元
を写すことに手一杯となる学生もいることから、指導の
公平性を保つのが難しいと言える。
オンラインレッスンのデメリットは、対面レッスンの
メリットに反映されている。最も寄せられた意見は、直

接指導してもらえることやすぐに質問することができ
る、などの直接的なやり取りをメリットとして捉えてい
るものである。また、オンラインレッスンでは難しいと
感じた指使いや姿勢、音量や音色などの表現技術につい
ての指導をより細かく受けられること、グループレッス
ンによるモチベーションの向上が対面レッスンのメリッ
トとして挙げられた。対面レッスンのデメリットとして
は、緊張や集中力の欠如などの指導内容以外の部分で記
述している学生が多い。また、対面レッスンのデメリッ
トは「特になし」と回答した学生も多く見られた。
アンケート調査のⅣ―１９では、この授業の全体的な満
足度を５段階で評価してもらったが、「満足している」
が６３．１%、「どちらかといえば満足している」が ２７．４
%、「どちらともいえない」が８．３%、「あまり満足し
ていない」が１．２%となり、学生の遠隔授業への満足
度は予想以上に高く、半数以上の学生の練習時間が増加
し演奏技術の向上が見られたことは、遠隔授業の思わぬ
収穫であった。

４．まとめと今後の課題

まず、オンラインレッスンを実施する際は、学生の受
講環境によって、指導の効果に差が生じるということは
念頭に置きたい。インターネットの接続状況が最も懸念
すべきことであり、音声や画質の乱れや演奏中に途切れ
てしまうなどの接続不良は、指導の効果に直接的に影響
する。アンケートの回答から見られたように、学生はイ
ンターネットの接続状況に不安を感じながらレッスンを
受けているため、レッスンの緊張感とは別のストレスを
抱えたまま受講しているということを認識しておきた
い。指導内容については、特に強弱や音色について的確
なアドバイスをすることが難しく、基礎的な技術を身に
つけた中級者以上の学生への対応に工夫が必要となる。
正しい音程での歌唱やリズムの間違いを指導することは
可能であるが、強弱や音色に関しての指導では、学生が
使用する楽器の種類によって大きく違いが出るのはもち
ろんのこと、画面を通した演奏ではどれくらいの音量で
弾いているのか、どのような音色で弾いているのかを厳
密に捉えることは不可能である。そのため、歌声やピア
ノ伴奏の細かいニュアンスを指導する場合は、画面越し
の学生に伝わるように実演したり、言葉で具体的に説明
するなどの工夫が求められる。
また、タイムラグによって一緒に歌ったり弾いたりす
ることができなかったことが、指導する上で苦労したこ
との一つと言える。同様に、学生の学習（撮影）環境に
よっては、指使いや姿勢、手の形などを対面レッスンの
ように効率良く指導することは難しいと言える。読譜力

表６ Ⅳ―17、Ⅳ―18 学生の回答

こども教育宝仙大学 紀要 12 （2021 年 3 月発行）
BULLETIN OF HOSEN COLLEGE OF CHILDHOOD EDUCATION Vol．12（Mar．2021）

76



の低いピアノ初心者にとって、指使いの指導は注意深く
進めていきたいが、画面上で指使いを指導するには、そ
の度にカメラの位置を変更したりしなければいけないな
どの手間がかかり、少ないレッスン時間の中で適切に対
応することは困難であった。指使いを詳細に記載した楽
譜の配布、運指の規則の説明などの工夫が必要であろう。
初心者への指使いの指導については、今後も留意してい
きたい事案である。

おわりに

遠隔授業という初めての試みは手探りの状態で始ま
り、教員は試行錯誤を重ねて遠隔授業に対応した。オン
ラインによる指導は、弾き歌い指導という授業内容を考
慮しても、２０２０年度に直面したコロナ禍の状況下では有
効な指導法であったと感じているが、音楽（実技）科目
を遠隔で実施することの難しさを痛感した。また、遠隔
授業を実践したからこそ得た気付きもあった。今回の遠
隔授業の実践で浮かび上がった課題を、今後の対面授業
（または遠隔授業）の指導に活用していきたい。
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使用して練習）、教員はアップライトピアノで一人ずつ個
人指導を行っている。
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